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一人一人の気付きを質的に高める生活科学習指導の研究
―身近な人々と伝え合い交流する活動を通して一
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研究の要約

今回の学習指導要領の改訂では,言語活動の充実が重視 されてい

る。生活科においても内容 (8)「 生活や出来事の交流」が新設 さ

れ,気付きの質を高める学習指導の進 め方 として 「伝 え合い交流す

る場を工夫す る」 ことの重要性が挙げ られている。

そこで,「他者 と伝 え合い交流す る場」を授業の中に効果的に設

定 した単元 「こんなにすてきな町なんだ」を構想すると共に単元に

おける見取 り表を作成 し,研究授業を通 してその有用性を検証 し

た。

研究授業では地域の方々 と伝 え合い交流す る活動を進める中で ,

児童は相手意識をもち,気付きの視点を広げた り深めた り,さ らな

る交流への動機付けを行つた りしていった。 またその変容を見取 り

表 を参考に児童の手紙等か ら見取ることができた。

キーワー ド :気付きの質的な高まり,生活や出来事の交流

町探検,地域の方々,見取 り



問題の所在

今回の学習指導要領の改訂では,言語活動の充

実が重視されている。生活科改訂の趣旨には,学

習活動が体験だけに終わつていることや活動を通

しての気付きを質的に高める指導が十分でなかっ

たことの課題が挙げられている。改善の具体的事

項では,身の回りの人々とのかかわりや自分自身

のことについて考えるために,活動や体験 したこ

とを振 り返 り,自 分なりに整理 したり,そ こでの

気付き等を他の人たちと伝え合つたりする学習活

動を充実させること。その際,活動や体験 したこ

とを言葉や絵で表す表現活動を一層重視すること

と述べられている。

学習指導要領解説生活編では,内容 (8)「生

活や出来事の交流」が新設 され,気付きの質を高

める学習指導の進め方として 「伝え合い交流する

場を工夫する」ことの重要性が挙げられている。

表 1 学習指導要領解説生活編 内容 (8)

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々

と伝え合 う活動を行い,身近な人々とかかわる

ことの楽しさが分かり,進んで交流することが

できるようにする

内容の取扱いについての配慮事項 (2)と して

は,「具体的な活動や体験を通 して気付いたこと

を基に考えさせるため,見付ける,比べる,た と

えるなどの多様な学習活動を工夫すること」が示

された。気付きの質を高めるには,対象と多種多

様にかかわり,そ こで気付いたことを互いに言葉

や身体で表したり,他者 との間で伝え合ったりす

る言語活動を充実させることが課題になる。

そこで,本研究は児童の身近な人々と伝え合い

交流する場に焦点を当て,テーマを設定した。

研究の目的

気付きの質的な高ま りを促すための効果的な

「他者と伝え合い交流する場Jの設定について,

第 2学年 「こんなにすてきな町なんだ」での単元

を構想 し,そ の有効性を検証する。

Ⅲ 研究の方法

1 研究主題に関する基礎的研究

2 研究仮説の設定

3 研究授業の計画と分析の方法

4 研究授業と結果の分析・考察

Ⅳ 研究の内容

1 研究主題に関する基礎的研究

(1)気付きを質的に高めるとは

学習指導要領解説生活編は,生活科でねらう児

童の気付きには,知的な側面をもつ気付きと情意

的な側面をもつ気付きがあると述べている。

知的な側面をもつ気付きとは,例えば昔遊びの

けん玉が上達するコツを伝え合 う時,子 どもたち

が教え合 う中で,伝える内容や言葉が子どもなり

の気付きから誰にでも伝わる言葉へと一般化され

ていく気付きである。

情意的な側面をもつ気付きとは,例えば家族と

のお手伝いを通 して家族からの愛情や家族への愛

着に気付くような,対象に対する個人の思いやこ

だわりが広まったり深まった りする気付きである。

本研究では,伝え合い交流する活動の中で見ら

れる児童の情意的な気付きを取 り上げ,その質的

な高まりをねらうことにする。



(2)場の工夫

田村学氏によると,気付きの質を高める学習指

導の進め方において,「振 り返 り表現する機会を

設ける」「伝え合い交流する場を設ける」「試行

錯誤や繰 り返す活動を設定する」「子 どもの多様

性をいかす」ことを挙げている。

本単元では,児童の生活圏である学区を対象と

して繰 り返 しかかわる場の工夫を取 り上げたい。

児童の学習活動は多様であるため,気付きも多様

に表れてくる。それらを交流 し,振 り返る場を設

定することで気付きの質的な高まりをねらいたい。

(3)活動の見取 り

今回新設 された内容 (8)に表れる子どもの姿

を,学習指導要領解説生活編から見取ると,相手

意識,よ りよいコミュニケーション,心のつなが

り, 目的意識,達成感・成就感, さらなる交流ヘ

の動機付けの 6つ に分けることができた。

相手意識は,「 ○○さん」 とい う名前を指 した

記述で相手とかかわろうとする意欲である。より

よいコミュニケーションは,双方向に行き来する

かかわりのよさを感 じること。心のつながりは,

互いのことを理解 し自分の思いを伝える姿。 目的

意識は本気になって聞き取ろうとする姿。達成感

や成就感は受け入れ られたことや伝えたことへの

喜び。さらなる交流への動機付けは次の交流への

意欲の姿ととらえることとした。

これらをもとにして見取 り表を作成 して子ども

の変容を見取ることにした。

図2 気付きの質的な高まりのイメージ図

2 研究仮説の設定

伝え合い交流する活動において,児童が身近な

人々とじつくりと繰 り返 しかかわる場を設定すれ

ば,児童は一人一人の気付きを質的に高めること

ができるであろう。

3 研究授業の計画 と分析の方法

(1)研究授業の計画

研究仮説を実証するために,児童が身近な人々

とじつくりと繰 り返 しかかわる場を設定した単元

構想図を作成 した。 (表 2)

本小単元では,児童の生活圏におられる方々に

授業の協力を依頼することで,児童が常時人々に

図 1 生活科における気付き

表 2 単元構想図
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かかわることができるようにする。次に,地域の

人々・友達と伝え合 う活動を意図的に繰 り返すこ

とで,伝わる楽 しさや伝えたいと考えていること

を理解できる楽しさを感 じ,伝え合い交流する楽

しさを味わ うことができるようにしたい。

じつくりと繰 り返 しかかわる場を,探検の他に

発表会のために質問をする「お手紙でもういちど

たずねよう」,発表会の報告を兼ねた「ありがと

うをつたえよう」,単元の振 り返 り「こんなにす

てきな町なんだ」と設定し,地域の方々との交流

を振 り返り価値付ける活動を行 うこととした。

地域の人々とのかかわりから生まれる児童の気

付きを「すてきマ ップ」に書き加えていくことで,

町のすてきに気付いていく様子を可視化 し,児童

への意欲付けとする。さらに,手紙を活用し, 自

分の思いや相手の思いを形として見えるものにし,

自己の気付きの意識化を図 りたいと考える。

ア 対  象  広島市立A小学校第 2学年 2組

イ 期  間  平成 23年 1月 12日 ～ 18日

ウ 単 元 名  『 こんなにすてきな町なんだ』

小単元名  「ありがとうをつたえよう」

指導計画

表 3 活動計画及び評価計画

表4 評価規準表

(2)分析の方法

見取 り表は,気付きの質を高めるイメージ図で

述べた, 6つの観点をもとに,小学校学習指導要

領生活編での記述内容,育てたいものの見方・考

え方を挙げ,具体的な児童の記述を予想 し見取 り

の観点に基づいて整理 し作成 した。 (表 5)

そ して,こ の見取 り表をもとに,単元構想図

(表 2)の 「お手紙でもういちどたずねよう」

「ありがとうをつたえよう」で児童が書いた手紙

の一文ごとにあてはまる観点を見取 り,分析を行

った。

そ してその変容を,「気付きの視点の広が り」

「気付きの視点の深まり」「さらなる交流への動

機付け」の視点から読み取 り,児童一人一人の気

付きの質的な高まりを見取ることにした。
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表 5 見取 り表

小単元 rぁ りがとうをつたえよう」見取り豪

4 研究授業と結果の分析・ 考察

(2)授業実践の概要

今回の見取 りは, 1回 目の手紙を活動計画の第

2次第 2時 「お手紙でもういちどたずねよう」で ,

2回 目の手紙を第 3次第 1時 「ありがとうをつた

えよう」,で行つた。そして,単元の振 り返 りで

ある第 3次第 2時では,振 り返 リカー ドでの記述

でも児童の変容を見取ることにした。

(2)見取 りの分析と考察

ア クラス全体としての変容

クラス全体での手紙の記述内容を,見取 り表を

本にして見取 り,その内容をグラフ (図 6)に表

した。

図中の左側は探検後に行つた「お手紙でもうい

ちどたずねよう」での 1回 目の手紙,右側は地域

の方からお返事が来て発表会を終えた 「ありがと

うをつたえよう」で書いた 2回 目の手紙の記述で

ある。

1回 日は発表会に向けてのさらなる質問が多く,

目的意識の項目が多くなつているのが読み取れる。

2回 目は,相手意識やよりよいコミュニケーショ

ン,地域の方 との心のつながりを感 じた文章,達
成感や成就感,さ らなる交流への動機付けも合わ

せて数値が高くなっている。 目的意識については,

数値は減つているが,内容が質問だけではなく,

分かつたことの具体であったり,さ らなる質問だ

ったりと質的な高まりのある文章が多かった。

全体としても,気付きの質的な高まりを感 じる

ことができたと読み取ることができる。

図 6
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図 3 A児 の手紙

イ 気付きの視点が広がつたA児の場合

(ア)手紙の分析

これは,児童が手紙を通して,交流するよさを感

じ,気付きの視点が広がったことが読み取れた手紙

である。

学校近くの畑で野菜を育てているDさ んを訪れた

A児は,九百個もあるタマネギや大きな大根におど

ろきを感 じて帰つてきた。そして,質問の手紙に,

タマネギの数について分かつたこととお礼の手紙を

書いた。すると,Dさんから,お返事が届き,Dさ
んが体によいと思 う野菜のことや我が町の子どもた

ちへの思いを知ることになる。発表会を終え,その

お礼の手紙を見ると,①のフルネームをこれまでよ

り力を込めて書くことができており,文中にも5回

「○○さん～」と書くことができている。

(イ)考察

これは,相手を意識したかかわりの第一歩であり,

親 しみの表れであると読み取れる。「○○さん～」

とDさ んを意識 した文が書かれていることでも,A
児のDさ んに対する親しみ,相手意識の高まりを感

じることができる。③の「おかげで」,と いうのは,

返事をくれたDさ んのおかげでという意味で,A児
が手紙で交流したよさを感じ,発表会でそれらを伝

えたことへの達成感や成就感を見取ることができる。

そして,④次に会つた時も教えてほしいと,交流し

たい意欲を伝えることができている。また,返事の

手紙の内容に書いてあつたことを引用し,⑤⑦かぜ

を引かないように野菜を食べることや,高齢者に優

しい子どもになつてほしいという願いを受けて,心
のやさしい子どもになりますと書いてあるように,

手紙での交流を繰り返すことで,情報を行き来させ,

交流を豊力ヽ こさせる文章を書くことができるように

なつたと読み取ることができる。⑥③にあるように,

Dさ んもかぜを引かないようにや,Dさんも心のや

さしいおじいさんに, と自分の思いや相手とのつな

がりを大切にしていることがうかがえる文章を書い

ていることでも,A児の交流に対する気付きが感 じ

られる。少ない文章ではあるが,文中にこれほどの

心・思いを込めて,A児はDさ んにお礼の気持ちを

伝えようとしている。その後彼は,単元の振 り返り

で「Dさ んいがいの人にも会いたくなりました。」

と話しており,交流をさらに広げようとすることが

できたと見取ることができる。

このように,気付きの視点が広がった変容を見

せる児童の手紙は,このほかにも数例見ることが

できた。

ウ 気付きの視点が深まったB児の場合

(7)手紙の分析

これは,児童が手紙を通 して,気付きの視点

が深まったことが表れた手紙である。

それまで,探検に意欲的ではなかつた B児だ

ったが,学校近 くのガーデニングの店を見学 し

た後,花の鉢がたくさんある店の庭や,チ ョコ

レー トコスモスとい う名前の花に出会い,放課

後店を訪れ,花の鉢を母親 と購入 した。 この行

動をクラスのみんなに知 らせたことで,振 り返
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図4 B児 の手紙



リカー ド等の記述が増えた。探検後のお礼の手

紙の後,Eさ んから2年生が育てているパンジ

ーの育て方やチ ョコレー トコスモスに関する情

報,花や緑を大切に して くださいとい う思いを

込めた 4枚にわたるお返事をもらうことができ

た。発表会では 2年生が今育てている花につい

ての役立つ情報を発表することができ,③ とて

も役に立ちました。④ うれ しかつたです。 と記

述 している。

(イ)考察

B児の手紙の③④の記述より,B児 は,達成

感や成就感を感 じていることが読み取れる。⑤

では,Eさ んへの親 しみの表れ,Eさ んのすて

きをみんなに知 らせたことを伝え,③の言葉に

あるように, 自分 自身のことも加え,⑦パンジ

ーのお礼へ と手紙のつなが りをもたせている。

さらに,③私の夢はお花屋 さんです。⑨だから

夢が Eさ ん と一緒です。 と自分の思いやあこが

れを伝え,心のつなが りを表 していると見取る

ことができる。

その後 B児 は,単元の振 り返 りで 「わたしは ,

Eさ んのガーデニングの店に行つてとてもよか

つた と思います。」 と交流するよさも振 り返る

ことができた。

この他にも,地域の方々と交流する視点が深ま

つていく手紙をたくさん見ることができた。

工 さらなる交流への動機付けが行われた

C児の場合

V
わたしは,Fさん(のところ)に ,こ んど

ヽ

(7)振 り返 リカー ドの分析

C児はコンビニエンスス トアを探検 した。単元

の振 り返 りの際,Fさ んとい う探検 していない地

域の方を取 り上げ,図 5の ような文章を書いた。

(イ)考察

これは,C児が,ク ラス全体で地域の方々のす

てきを出し合 う中でお好み焼き屋さんのFさ んと

の交流が気になり始めたようである。これはクラ

スでの交流の中から,地域の方々とかかわるよさ

を感 じ, さらなる交流への動機付けを行 うことが

できていると見取ることができた。

V 研究のまとめ

本研究では, じつくりと繰 り返しかかわるため

の伝え合い交流する単元構想図を作成したことで,

子どもたちへの働きかけや手だてが明確になった。

また,見取り表を作成し,手紙を分析することで

伝え合い交流する子どもたちの変容を見取るため

に有効だつたのではないかと考えられる。

子どもたちは,地域の方々と手紙を通して繰り

返しかかわり,伝え合い交流することで気付きの

視点を広げ,深め,さ らなる交流への意欲をもつ

ことができた。

今後は,単元計画のよさを活かし,も つと地域

への親しみを感じ,伝え合い交流するよさを感じ

ることができるように,町たんけんを 1年間を見

通した大きなカリキュラムとしてデザインするこ

とが課題として挙げられる。

そして,見取り表で測れない気付きの質的な高

まりと見取り表の関係を見直し,見取り表のさら

なる改善を行つていきたい。
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